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論文審査の要旨 

 

 僧帽弁閉鎖不全症に対する僧帽弁形成術では、術後の左心房、左心室を含めた構造的

および機能的変化については十分に解明されていない。本研究では、僧帽弁閉鎖不全症

に対し僧帽弁形成術を施行し、術前 1 か月及び術後 1 年に心臓ＭＲＩ検査を完遂できた

21 例について術前後の左心房、左心室の構造的、機能的変化を解析した。結果、左心房

の reservoir function は術前後で変化がなかったが、術後 conduit function は上昇し、booster 

pump function は低下した。術後の左心房、左心室の構造的な改善は認められるものの、

機能的改善は、特に左心房では認められなかったと結論づけている。 

 僧帽弁閉鎖不全症に対する僧帽弁形成術での術前後の左心房及び左心室の構造的、機

能的評価行った臨床的に非常に重要な研究である。公聴会では、心臓 MRI 以外の術後検

査法、超音波検査と心臓 MRI 検査の関連性、術後生活機能と心機能の関連性、術中所見

と 1 年後の機能との関連性、手術適応に関する方向性、術式に関する方向性などについ

て質問があり、適切に回答していた。 

 患者のアウトカムの見地からの臨床的に非常に重要な結果であり、本領域の発展に寄

与する研究であり、医学博士の学位に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環・呼吸機能制御医学 の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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